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束
の
間
の
世
に
ゐ
て
啼
け
り
日
永
鶏

 

嶋
田　

武
夫
（
下
飯
田
）

旅
ご
こ
ろ
湧
く
も
桜
の
色
に
か
な

 

越
川　

三
朝
（
府
馬
）

案
の
定
種
播
き
て
よ
り
寒
く
な
る

 

根
本　

智
子
（
大
島
）

村
一
の
大
百
姓
の
種
浸
す

 

関　

い
さ
お
（
三
島
）

一
本
の
紅
葉
見
て
足
る
夕
散
歩

 

村
田　

琴
（
香
取
）

田
が
出
来
て
蛙
の
合
唱
風
に
の
り

 

関
根　

大
徳
（
小
見
川
）

評
・「
束
の
間
」
と
は
あ
っ
と
言
う
間
の
時
間
を
指
す
こ
と
だ
が
、
こ
こ
で
は
「
世

に
ゐ
て
」
と
あ
る
の
で
、
露
の
世
の
生
涯
と
で
も
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
日
永
の

中
で
の
ん
び
り
と
啼
く
鶏
の
声
が
作
者
の
思
い
と
裏
腹
に
聞
こ
え
た
の
だ
ろ
う
。

い
つ
に
な
く
散
歩
の
帰
り
の
遅
き
夫
を
案
じ
つ
つ
待

つ
戸
口
に
立
ち
て 

大
橋　

と
き
（
沢
）

病
む
夫
と
日
々
を
静
か
に
生
き
た
し
と
ひ
た
思
う
な

り
花
の
季
も
過
ぎ 

太
田　

節
子
（
富
田
）

里
川
を
ロ
ー
プ
に
渡
す
鯉
の
ぼ
り
水み

な

面も

に
尾
び
れ
の

浸つ

か
れ
る
も
あ
り 

嶋
田　

武
夫
（
下
飯
田
）

鴬
う
ぐ
い
すの
啼
け
る
を
誉
め
て
故
里
の
静
か
さ
う
ら
や
む
街

に
嫁
ぎ
し
娘 

加
藤　

昭
（
田
部
）

苞ほ
う

を
脱
ぎ
白
銀
色
の
花
穂
つ
け
し
猫
柳
は
春
の
嵐
に

も
め
げ
ず 

伊
藤　

こ
と
（
小
見
川
）

深
々
と
早
苗
田
に
水
の
張
ら
れ
い
て
脇
の
水
路
は
り

る
り
る
流
る 

伊
藤　

か
つ
江
（
津
宮
）

評
・
早
苗
田
に
水
を
張
る
の
は
苗
の
活
着
を
促
す
保
温
と
倒
伏
を
防
ぐ
た
め
で
、

余
分
な
水
は
水
路
に
落
と
す
。そ
の
少
量
の
水
の
流
れ
落
ち
る
様
子
に
着
目
し
た
。

「
り
る
り
る
」の
擬
態
語
は
作
者
の
感
性
の
産
物
。初
夏
の
風
物
詩
を
奏
で
て
い
る
。

　

は
が
き
1
枚
に
俳
句
2
句
・
短
歌
2
首
の
ど
ち
ら

か
と
、本
名
、住
所
、電
話
番
号
を
記
入
し
、〒
2
8
7

‐
8
5
0
1　

広
報
か
と
り
「
俳
句
」
ま
た
は
「
短

歌
」の
係
ま
で
。
毎
月
15
日
ま
で
の
到
着
分
を
審
査
し
、

翌
月
号
に
掲
載
。
掲
載
さ
れ
る
作
品
は
、
選
者
に
よ

り
評
を
踏
ま
え
て
添
削
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

文
芸
作品募集

香
取
歌
壇
稲
村　

恒
次
選

香
取
俳
壇
増
田　

斗
志
選
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「
五ご

輪り
ん

塔と
う

」

全
国
的
に
流
行
し
た

石
造
供
養
塔

▲来
らい

迎
こう

寺
じ

（貝塚）の五輪塔

軽自動車税 （全期）

今月の納期限
5月31日㈮

　

中
世
か
ら
近
世
に
か
け
て
建
て

ら
れ
た
石
造
供
養
塔
の
う
ち
、
最

も
一
般
的
に
知
ら
れ
て
い
る
の
が

五
輪
塔
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

五
輪
塔
は
、下
か
ら
方
形
（
地
輪
）、

円
形
（
水
輪
）、
三
角
形
（
火
輪
）、

半
円
形
（
風
輪
）、宝
珠
形
（
空
輪
）

の
5
つ
の
部
材
で
構
成
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
れ
は
、
古
代
イ
ン
ド
仏

教
に
お
い
て
、
宇
宙
は
地
･
水
･

火
･
風
･
空
の
5
つ
の
元
素
で
形

成
さ
れ
る
と
い
う
思
想
（
五
大
思

想
）
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
て

い
ま
す
。
我
が
国
で
は
、
平
安
時

代
中
頃
に
真
言
密
教
と
結
び
付
き
、

大
日
如
来
を
本
尊
と
す
る
供
養
塔

と
し
て
五
輪
塔
の
形
態
が
生
ま
れ

ま
し
た
。

　

各
部
材
の
東
西
南
北
各
面
に
は

大
日
如
来
の
真
言
を
梵ぼ

ん

字じ

で
刻
む

（
四
方
梵
字
）
の
が
本
来
で
す
が
、

正
面
の
み
に
東
方
の
発
心
門
で
あ

る
「
キ
ャ
･
カ
･
ラ
･
バ
･
ア
」

を
刻
む
も
の
が
多
数
を
占
め
ま
す
。

ま
た
、
宗
派
に
よ
っ
て
は
「
妙
･

法
･
蓮
･
華
･
経
」「
南
･
無
･

阿
弥
･
陀
･
仏
」「
空
･
風
･
火

･
水
･
地
」
な
ど
の
漢
字
が
刻
ま

れ
て
い
る
も
の
や
、
ま
っ
た
く
文

字
を
刻
ま
な
い
も
の
も
あ
り
ま
す
。

　

現
在
の
と
こ
ろ
、
我
が
国
最
古

の
石
造
五
輪
塔
は
、
岩
手
県
平

泉
の
中
尊
寺
に
あ
る
仁
安
4
年

（
1
1
6
9
）
の
も
の
で
す
。
鎌

倉
時
代
以
降
に
な
る
と
全
国
的
に

造ぞ
う

立り
ゅ
う

が
盛
ん
に
な
り
、
時
代
を
経

て
現
代
に
至
る
ま
で
供
養
塔
や
墓

石
と
し
て
造
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

市
内
に
も
多
く
の
五
輪
塔
が
見

ら
れ
ま
す
。
上
の
写
真
は
貝
塚
区

の
来
迎
寺
に
あ
る
も
の
で
、
市
内

に
あ
る
五
輪
塔
の
代
表
例
と
い
え

ま
す
。
中
央
の
大
き
な
も
の
は
松

平
外げ

記き

伊こ
れ

昌ま
さ

の
正
室
・
ふ
う
の
方

の
墓
石
で
、
高
さ
は
約
2
･
1
ｍ
、

各
部
材
の
4
面
に
は
四
方
梵
字
が

刻
ま
れ
、寛
永
19
年
（
1
6
4
2
）

に
造
立
さ
れ
た
も
の
で
す
。
松
平

外
記
伊
昌
は
三
河
の
旗
本
で
、
徳

川
家
か
ら
銚
子
飯
沼
に
二
千
石
を

拝
領
し
、
飯
沼
陣
屋
が
完
成
す
る

ま
で
来
迎
寺
を
仮
陣
屋
と
し
ま
し

た
。
ふ
う
の
方
は
81
歳
で
飯
沼
陣

屋
に
て
死
去
し
、
浄
土
宗
に
帰き

依え

し
て
い
た
た
め
当
寺
に
葬
ら
れ
た

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

生
涯
学
習
課 

☎
(50)
1
2
2
4

■日時　6月2日㈰ 10時～16時（雨天決行）
■場所　水の郷さわらエントランス広場
■内容
◇販売コーナー　地域特産物、農産物、加
工品の販売など
◇ステージイベント　地元団体による発
表、その他アトラクション多数
問道の駅水の郷さわら ☎(50)1183

■対象 小学3～6年生
■日時 5～9月の第4土曜日 10時～13時
■場所 山田児童館
■内容　第1回5月25日㈯はチューリップ
パン、コーンスープ、牛乳かん
■定員 24人（先着順）
■参加費　材料費1,500円（5回分）
■持物 エプロン、三角巾、上履き
山田児童館 ☎(78)1050

道の駅 水の郷さわら
お客様感謝デー＆ご当地旨いもの市

ちびっこ料理教室

　

心
置
き
な
く
、
思
い
っ
き
り
泥

だ
ら
け
に
な
れ
る
。
そ
ん
な
解
放

感
を
味
わ
え
る
機
会
は
、
普
段
あ

ま
り
な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

　

先
日
取
材
し
た
「
ド
ロ
リ
ン

ピ
ッ
ク
」
は
、
泥
ん
こ
に
な
る
こ

と
を
、
気
兼
ね
な
く
、
存
分
に
堪

能
で
き
る
イ
ベ
ン
ト
で
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
が
笑
顔
で
泥
ま
み

れ
に
な
り
な
が
ら
鬼
ご
っ
こ
や
リ

レ
ー
競
走
を
し
て
い
る
様
子
は
、

見
て
い
る
だ
け
で
元
気
を
も
ら
え

ま
し
た
。

　

ド
ロ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
、
県
立
水

郷
小
見
川
少
年
自
然
の
家
に
よ
る

「
田
ん
ぼ
の
楽
校
」
の
第
1
回
目

の
イ
ベ
ン
ト
で
、
2
回
目
に
は
田

ん
ぼ
に
苗
を
植
え
、
秋
に
は
稲
刈

り
体
験
や
餅
つ
き
な
ど
が
予
定
さ

れ
て
い
ま
す
。 

（
Ｓ
）
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